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ランカ・タミル人国会議員のチェルバナヤーカム（Samuel James Velupillai 




























































































スリランカ・ムスリム  ３7.３6（  5.61）
その他 c  14.89（  2.2３）
合　計 615.7３（100.0）
表 １ 　1946年におけるスリランカの民族構成（万人）
出典：Statistical Abstract of the Democratic Socialist Republic 
of Sri Lanka 2003 (Colombo: Department of Census 
















William Howard Wriggins, Ceylon: Dilemmas of a New Nation (Princeton: Princeton 




























た と え ば 以 下 を 参 照。Wriggins, op. cit., pp. 224-6. Satchi Ponnambalam, Sri Lanka: The 
Tamil National Question and the Tamil Liberation Struggle (London: Zed Books, 198３), pp. 75-9. 
Amita Shastri, “Estate Tamils, the Ceylon Citizenship Act of 1948 and Sri Lankan politics,”
Contemporary South Asia, Vol. 8, No. 1, 1999. Kenneth D. Bush, The Intra-Group Dimensions of 
Ethnic Conflict in Sri Lanka: Learning to Read between the Lines (New York: Palgrave 
Macmillan, 200３), pp. 75-8３. Nira Wickramasinghe, Sri Lanka in the Modern Age: A History of 
Contested Identities (Honolulu: University of Hawaiʼi Press, 2006), pp. 171-6. Valik Kanapathipillai, 
Citizenship and Statelessness in Sri Lanka: The Case of the Tamil Estate Workers (London: 
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である場合には，出生後 1 年以内もしくは正当な
事由にもとづき大臣が承認した期間内に所定の方法により出生登録
















法律の全文は，以下に収録されている。Avtar Singh Bhasin (ed.), India-Sri Lanka: Relations 
and Sri Lankaʼs Ethnic Conflict Documents 1947-2000, Vol. II (New Delhi: India Research 


































Ponnambalam, op. cit., p.75.
Kanapathipillai, op. cit., p.42.
当時，法案提出者である D・S・セーナナーヤカ首相であっても，自らがセイロン出身である
ことを証明するのは不可能だと揶揄されていた。川島，前掲書，190頁。



































が， 2 つめの法律である「インドおよびパキスタン住民（国籍）法」（Indian 












亡人の場合には10年以上，既婚者の場合には 7 年以上，1946年 1 月 1 日以前に
スリランカに継続的に居住していること，という要件を満たす者だけに限定さ
れていた。そのうえでさらに，生計を支えるのに十分な額の収入や仕事がある















































国籍が付与されたのは，申請から11年後の1962年のことであった。A. Jeyaratnam Wilson, 





























っての利益（interest）──すなわち民族的一体性（the integrity of its race），文











































前掲書の第 ３ ， 4 ， 5 章。Shastri, op. cit. pp. 68-71.

































































Wilson, Politics in Sri Lanka, pp. ３9-40. K. M. de Silva, Managing Ethnic Tensions in Multi- 
Ethnic Societies: Sri Lanka 1880-1985 (Lanham: University Press of America, 1986), p. 19.
Ambalavanar Sivarajah, Politics of Tamil Nationalism in Sri Lanka (New Delhi: South Asian 
Publishers, 1996), p. 75.
なお，この時期には，プランテーション経済の発達にともなって，低地シンハラ人が高地シン
ハラ人の居住する地域で活発な経済活動を行うようにもなっていた。高地シンハラ人は，このこ




































第 1 回総選挙の結果については表 ３ を参照。また，民族別にみた議席獲得数については表 4 を
参照。































James Manor, The Expedient Utopian: Bandaranaike and Ceylon (Cambridge: Cambridge 
University Press, 1989), p. 190.
Ambalavamar Sivarajah, The Federal Party of Sri Lanka (Colombo: Kumaran Book House, 












































































理由なのである。」A. Jeyaratnam Wilson, S. J. V. Chelvanayakam and the Crisis of Sri Lankan 
Tamil Nationalism, 1947-1977: A Political Biography (Honolulu: University of Hawaiʼi Press, 
1994), p. 70.
以下に引用。Robert Kearney, Communalism and Language in the Politics of Ceylon (Durham: 
Duke University Press, 1967), p. 9３.





































カム協定（Bandaranaike-Chelvanayakam Pact）」，あるいは，1965年 ３ 月に，同じく連邦党と，








































































Wilson, S. J. V. Chelvanayakam, p. 71.
以下に転載されているものに依処している。Rohan Edrisinha, Mario Gomez, V. T. Thamilmalan 
and Asanga Welikala (eds.), Power-Sharing in Sri Lanka: Constitutional and Political 
Documents, 1926-2008 (Colombo: Centre for Policy Alternatives, 2008), pp. 212-5. また，決議



















第 6 決議　本大会は，セイロンの国旗（the official flag of Ceylon）を，タミル語
を話す人々を侮辱するものだという理由で拒絶する。
第 7 決議　本大会は，万人に対する自由・平等・公正という最高の原理にもとづく




　第 1 決議の解説では，主として ３ つのことが述べられている。第 1 に，連邦
制度についてである。そこでは，「精神的，文化的，道徳的な偉大さ（its 
spiritual cultural and moral stature）がおとしめられることなく，あらゆる民族が
政治的自由を謳歌することが求められる限り，かつ，タミル語を話す人々がシ
ンハラ人とはまったく異なる民族である限り，……本大会は，タミル語を話す















なかにタミル言語自治州を創設すること（establishing the autonomous Tamil 









































収録されている。Verinder Grover (ed.), Sri Lanka: Government and Politics (New Delhi: Deep 
& Deep Publications PVT. LTD., 2000), pp. 696-7３5, Appendix I.
なお，マイノリティの保護に関するこの規定は，1972年に「スリランカ民主社会主義共和国憲




















































　第 1 回全国党大会で採択された 7 つの決議は，その解説と合わせて考えると
以下のような基本構造になっているといえる。まず，「タミル人の独自性（歴
史的独自性，言語的独自性，領域的集住性）を守ろうという姿勢（第 1 決議）」と，





























































































　連邦党の英語名は Federal Party であるが，タミル語による名称は Ilankai 
Thamil Arasu Kadchi（ITAK）であった。これらのタミル語のうち，問題とな
るのは Arasu の意味である。タミル語の Ilankai はスリ・ランカの「ランカ」
を，Thamil は「タミル」を，Kadchi は「政党（party）」を意味している。し
かし，タミル語の Arasu は，「連邦制の枠組内にある自治単位」と「主権国












タミル語による名称を，より原義に近い形で英訳すると，Tamil State Party of Sri Lanka と
いう訳になる。もちろん，この訳でも state の意味が曖昧なままに残されてしまうが，それでも























設すること（establishing the autonomous Tamil linguistic state within the framework 











Wilson, S. J. V. Chelvanayakam, p. 42.
A. Jeyaratnam Wilson, Sri Lankan Tamil Nationalism: Its Origin and Development in the 
19th and 20th Centuries (London: C. Hurst & Co., 2000), p. 82. Neil De Votta, Blowback: 
Linguistic Nationalism, Institutional Decay, and Ethnic Conflict in Sri Lanka (Stanford: 































たとえば，以下を参照。Bush, op. cit., pp. ３9-45, 50-4. Sivarajah, Federal Party, pp. 15-7. 
















母語 タミル語 タミル語 タミル語
民族 タミル人 タミル人 スリランカ・ムスリム
宗教 ヒンドゥー教 ヒンドゥー教 イスラーム
来島時期 紀元前 19世紀中頃以降 主に12世紀以降
居住地域 北部 東部 コロンボ 中央高地 北部・東部 シンハラ人地域
カースト 上位 中位 上位 下位 なし なし
経済的地位 上位 中位 上位 下位 中位 中位







Peramuna, MEP）」に移籍してしまったのであった。A. Jeyaratnam Wilson, The Break-Up of 
Sri Lanka: The Sinhalese-Tamil Conflict (Honolulu: University of Hawaii Press, 1988), p. 104.
ス リ ラ ン カ・ ム ス リ ム に つ い て は， た と え ば 以 下 を 参 照。de Silva, Managing Ethnic 
Tensions, pp. 227-３5. Vellaithamby Ameedeen, Ethnic Politics of Muslims in Sri Lanka (Kandy: 






























Sivarajah, Federal Party, p. 17.
原文では「スリランカ・ムスリム」ではなく「セイロン・ムーア（Ceylon Moor）」である。
Kearney, op. cit., p. 10３.
北部州と東部州に居住するスリランカ・ムスリムのほとんどは，農業か小規模の商業に従事す
る人々であった。教育をあまり重視していなかったため，ジャフナ地域に住むスリランカ・タミ



































































同様の見解に，Chandra Richard de Silva, “Sinhala-Tamil Ethnic Rivalry: The Background,” 
in Robert B. Goldman and A. Jeyaratnam Wilson (eds.), From Independence to Statehood: 
Managing Ethnic Conflict in Five African and Asian States (London: Frances Pinter Publishers, 


































Sivarajah, Politics of Tamil Nationalism, p. 70.
Gananath Obeysekere, “The Origins and Institutionalization of Political Violence,” in James 

































Sivarajah, Federal Party, p. 12.
De Votta, op. cit., p. 81. なお，タミル人会議の宣伝担当者（propagandist）は，「タミル人の
利益は，シンハラ人に協力することによって，あるいは UNP との連立を維持し続けることによ
ってのみ，守ることができる」と主張していた。Sivarajah, Federal Party, p. 1３.
Wilson, S. J. V. Chelvanayakam, p. 77.
Kearney, op. cit., p. 101.
第 1 回総選挙（1947年）においてタミル人会議は，東部州選出 7 議席中， 1 議席しか得られな
かった（残りの議席は，UNP ３  ，無所属 ３ ）。ちなみに北部州では，選出 9 議席中の 7 議席を獲































ル・ナショナリズムにしても，SLFP によるシンハラ・ナショナリズムにしても，第 ３ 回総選挙
後にそれぞれのナショナリズムを支える人々は，このようにして獲得された農村部の支持者だか
らである。
Sivarajah, Federal Party, p. 12.






































 8 ─ 49b 14 ３ ─ 0 10 1 ─ 10 95
表 ３ 　下院議員総選挙における政党別獲得議席数（1947年 -1956年）
出典：1947年と1952年の総選挙については，A. Jeyaratnam Wilson, Politics in Sri Lanka 1947-
1973 (London: Macmillan Press, 1977), p. 170. 1956年の総選挙については，James Manor, 
The Expedient Utopian: Bandaranaike and Ceylon (Cambridge: Cambridge University 
Press, 1989), p. 242, Table 7.2.
　　　a）選挙で選出される議席が95。その他に，首相の助言にもとづいて総督（Governor 
General）が任命する指定議席が 6 ある。b）MEP としての議席数（内訳は，スリランカ
自由党［Sri Lankan Freedom Party］３7，革命的平等社会党［Viplavakari Lanka Sama 
Samaja Party］ 5 ，言語戦線［Language Front］ 2 ，無所属 5 ）。ただし，無所属で当選
した議員のうち 2 名が選挙後に MEP に移籍したため，51人と表示している文献もある。
　　　　政党の略称と正式名称は以下の通り。UNP（United National Party），SLFP（Sri 
Lanka Freedom Party），MEP（Mahajana Eksath Peramuna），LSSP（Lanka Sama 
Samaja Pakshaya: Lanka Equal Social Party），CP（Communist Party），BLP
（Bolshevist Leninist Party），LP（Labour Party），FP（Federal Party），TC（Tamil 































第 1 回総選挙 68 1３ 7 6 1 95
第 2 回総選挙 75 1３ 0 6 1 95
第 ３ 回総選挙 75 12 0 7 1 95
表 ４ 　下院議員総選挙における民族別獲得議席数（1947年 - 1956年）
出典：Ambalavanar Sivarajah, Politics of Tamil Nationalism in Sri Lanka (New Delhi: South 
Asian Publishers, 1996), p. 42, Table Ⅲ.
第 ３ 回総選挙の結果については表 ３ を参照。また，民族別にみた議席獲得数については表 4 を
参照。
75）
スリランカ：連邦党の結成とタミル・ナショナリズム（松田）
（141）　41
タミル人側の第 1 党の座についた連邦党が，タミル・ナショナリズムの牽引役
としての地位を確立したことであった。そして，以上のような変化の結果，第
３ 回総選挙以降のスリランカでは，シンハラ・ナショナリズムとタミル・ナシ
ョナリズムという 2 つのナショナリズムが正面からぶつかり合う時代へと変化
していくことになるのである。
　では，その対立のなかで，チェルバナヤーカム率いる連邦党と S・W・R・
D・バンダーラナーヤカ率いる人民統一戦線は，何を考え，どのように行動し
ていったのであろうか。それぞれのナショナリズムを支持していった人々は，
それらにどのように反応していったのであろうか。両民族のナショナリズムが
対立する具体的様相については，別稿で論じることとしたい。
